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平成９年１１月１８日平成１０年３月期 中間連結決算短信

上 場 会 社 名 株式会社ワコール 上場取引所（所属部）東証・大証市場第一部、京証
コ － ド 番 号 ３５９１
本 社 所 在 地 京都市南区吉祥院中島町２９番地
問 合 せ 先 責任者役職名 取締役 経理財務部長

氏 名 末 澤 昭 一 TEL (075)682-1018

１．９年９月中間期の業績（平成９年４月１日～平成９年９月３０日）

（１）経 営 成 績 (注) 表示金額は百万円未満の端数を四捨五入しております。

売 上 高 営業利益 税引前中間（当期）利益
（対前年中間期増減率） （対前年中間期増減率） （対前年中間期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
9年9月中間期 ８９，４０４ ( 3.0) ９，６５７ ( 4.4) １２，８９７ ( 24.7)
8年9月中間期 ８６，７５９ ( 5.1) ９，２４６ ( 3.3) １０，３４３ ( 0.9)

9 年 3 月 期 １６８，３３０ １２，９６５ １４，５６８

総 資 本 税 引 前 売 上 高 税 引 前中間（当期）利益 １ 株 当 た り 株 主 資 本
中 間 当 期 利 益 中 間 当 期 利 益 率 中 間 当 期 利 益 率 中 間 当 期 利 益 率（対前年中間期増減率） ( ) ( ) ( ) ( )

百万円 ％ 円 銭 ％ ％ ％
9年9月中間期 ６，１９８ ( 23.7) ４０ ２２ ４．２ ６．４ １４．４
8年9月中間期 ５，００９ ( 3.8) ３２ ０９ ３．５ ５．３ １１．９

9 年 3 月 期 ７，３３６ ４７ １８ ５．０ ７．４ ８．７

（注） 持分法投資損益 ７２０百万円 （前中間期 ６４５百万円）

（２）財 政 状 態

総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円 銭
9年9月中間期 ２０７，５１１ １５１，２９０ ７２．９ ９８１ ６６
8年9月中間期 １９５，０６７ １４４，３２７ ７４．０ ９３６ ４８

9 年 3 月 期 １９７，９８９ １４７，１９５ ７４．３ ９５５ ０９

（３）連結範囲及び持分法の適用に関する事項

連結子会社数 ３３社 （主要会社名 ㈱スタディオファイブ、㈱ポイントアップ、
㈱トリ－カ、㈱七彩、WA C O A L I N T E R N A T I O N A L CORP.、
WACOAL AMERICA INC. ）

非連結子会社数 なし
関連会社数 ７社 （うち持分法適用会社数 ７社

主要会社名 ㈱新栄ワコ－ル、台湾華歌爾股ｲ 有限公司、分
THAI WACOAL PUBLIC CO.,LTD.､PHILIPPINE WACOAL CORP.､
INDONESIA WACOAL CO.,LTD. ）
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（４）会計処理の方法等の変更

①連結範囲及び持分法の適用の異動状況

連結 （新規）（株）アイム、VIETNAM WACOAL CORP.

（除外）なし

持分法（新規）なし

（除外）なし

②会計処理の方法
財務会計基準審議会（ＦＡＳＢ）基準書第１１５号（特定の負債証券及び持分証券
への投資の会計処理）は適用しておりません。なお、損益計算書への影響はありま
せん。

（５）連結財務諸表の作成基準
米国預託証券（ＡＤＲ）の発行により、米国において一般に認められた会計基準に基づいて作
成しております。

２．１０年３月期の業績予想（平成９年４月１日～平成１０年３月３１日）

売 上 高 税引前当期利益 当 期 利 益

百万円 百万円 百万円
１０年３月期 １７０，０００ １６，９００ ８，４００

（参考） １株当たり予想当期利益 （連結） ５４円 ５０銭
１株当たり予想当期利益 （単独） ５５円 ８０銭

［参 考］
当社（単独）の９年９月中間期の業績（平成９年４月１日～平成９年９月３０日）

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
（対前年中間期増減率） （対前年中間期増減率） （対前年中間期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
７３，００９（ 1.9） ７，３０３（ 2.8） ８，３０３（ 0.3）

中 間 （ 当 期 ） 利 益 １ 株 当 た り 総 資 産 株 主 資 本
（対前年中間期増減率） 中間（当期）利益

百万円 ％ 円 銭 百万円 百万円
５，９０６（ 43.1） ３８ ３２ １７５，４３７ １３９，６５６
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添付資料

Ⅰ 当中間期及び通期の業績の概況．

（当中間期の業績の概況）

当中間期のわが国経済は、消費税率の引き上げ、特別減税の打ち切り、医療保険な

どの国民負担増が、景気の先行き不透明感と相まって個人消費の不振を招き、景気回

復の兆しが見えない状況で終始いたしました。

婦人ファッション衣料品業界におきましても、個人消費の落ち込みの影響を強く受

け、厳しい経営環境のうちに推移いたしました。

こうした中にありまして、当社は商品力のさらなる向上に努め、インナーウェアを

中心に積極的な事業展開に努めました。商品面では、ワコールブランドの春夏キャン

ペーン商品「スレンダーブラ」、団塊世代へ向けて開発した機能性の高い商品グルー

プ「ラヴィエゼ」が好評を得ました。また、ウイングブランドの春夏商品「Ｔシャツ

ブラ」も好調に推移しました。

海外事業につきましては、事業展開二十周年を迎えた米国では、３０都市７２百貨

店にて行ったシルエット分析装置「シルエットアナライザー」によるコンサルティン

グ販売のキャンペーンが好評を博し、全米のネットワークテレビで報道されるなど、

競争の激しい米国下着市場の中で着実に評価を高めて、好調に売上を伸ばしました。

また、海外生産基地の整備拡充の一環として、６月にベトナムワコールを設立し、

来年よりの操業に向けて工場建設に着工しました。

この結果、当中間期の売上高は、８９４億４百万円で、前年同期に比し３．０％の

増加となりました。利益面では、効率経営の徹底を図り、コストダウンの追求と経費

の削減に努めました結果、営業利益は９６億５７百万円で、前年同期に比し、４．４

％の増加、税引前利益は、東京地区事業所の再編成に伴う新宿ビルの売却益などを計

上し、１２８億９７百万円で、前年同期に比して２４．７％の増加、中間利益は、

６１億９８百万円で、前期に比して２３．７％の増加となりました。

（通期の業績の見通し）

今後の経済情勢につきましては、わが国経済は、景気の先行きは依然不透明で、予

断を許さない厳しい状況が続くものと思われます。一方、海外におきましては、米国

経済は引き続き順調な推移が予測されますが、アジア各国経済は為替相場、株式市況

の急激な下落による影響が懸念されます。

こうした中にありまして、当社は「愛される商品を作ります」「時代の要求する新

製品を開発します」という経営の基本方針に則り、商品力の強化と販売サービスの向

上に努めるとともに、環境の変化に機敏に対応できる高効率経営の実現に向けて、全

社を挙げて邁進する所存であります。また、海外におきましては、引き続き米国市場

でのシェア拡大、中国及び東南アジアにおける生産基地の拡充、積極的な販売を進め

てまいります。

通期の見通しとしましては、売上高１，７００億円、新宿ビルと、船場ビル等の遊

休施設の売却による特別利益などを計上し、税引前当期利益１６９億円、当期利益

８４億円を目標としております。
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Ⅱ １．連結貸借対照表－

当中間期 前中間期 前 期
科 目

平成 9年 9月30日現在 平成 8年 9月30日現在 平成 9年 3月31日現在

（ 資 産 の 部 ） 百万円 百万円 百万円

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金 ５，８７１ ４，８２３ ７，３２９
定 期 預 金 ３７，７５６ ２９，１９４ ３２，９８４
有 価 証 券 ２３，０８４ ２２，１１２ １８，０３１
売 掛 債 権
受 取 手 形 ４，５９０ ５，０８６ ４，０８０
売 掛 金 ２６，０５３ ２６，３４３ ２４，８０９

３０，６４３ ３１，４２９ ２８，８８９
返品調整引当金
及び貸倒引当金 △ ２，８６４ △ ２，７０５ △ ２，５４２

２７，７７９ ２８，７２４ ２６，３４７

棚 卸 資 産 ２５，５３３ ２４，２１３ ２６，１９４
繰 延 税 金 ４，４８９ ４，５９７ ４，６７８
その他の流動資産 １，５６３ １，６１１ ２，００５

流 動 資 産 計 １２６，０７５ １１５，２７４ １１７，５６８

有形固定資産
土 地 ２６，５８９ ２６，０２７ ２６，８０２
建物及び構築物 ４２，７２７ ４５，９９５ ４３，９４７
機械装置及び
工具器具備品等 ９，９１５ ９，７６３ ９，８６７
建 設 仮 勘 定 １，８５０ １８０ ５９

８１，０８１ ８１，９６５ ８０，６７５

減価償却累計額 △２９，８１０ △３１，２１７ △３０，１９３

有形固定資産計 ５１，２７１ ５０，７４８ ５０，４８２

その他の資産
関 連 会 社 に
対 す る 投 資 ８，６７９ ７，３１２ ８，３８１

投 資 １４，１８４ １４，１７０ １４，１８８
敷金及びその他 ７，３０２ ７，５６３ ７，３７０

その他の資産計 ３０，１６５ ２９，０４５ ２９，９３９

資 産 合 計 ２０７，５１１ １９５，０６７ １９７，９８９
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当中間期 前中間期 前 期
科 目

平成 9年 9月30日現在 平成 8年 9月30日現在 平成 9年 3月31日現在

（負債及び資本の部） 百万円 百万円 百万円

流 動 負 債
短 期 借 入 金 ６，３５２ ５，５８８ ５，８００
買 掛 債 務
支 払 手 形 ７，２９３ ６，４９５ ７，２２４
買 掛 金 ６，９６２ ６，９４１ ６，９２８

１４，２５５ １３，４３６ １４，１５２

未払給料及び賞与 ８，７５０ ８，５４２ ８，３３１
未 払 法 人 税 等 ６，４３３ ６，５６４ ３，８７７
その他の流動負債 ５，０９８ ４，５３８ ５，２５７
一年以内返済予定
長 期 債 務 ３７３ ４６７ ４６７

流 動 負 債 計 ４１，２６１ ３９，１３５ ３７，８８４

固 定 負 債
長 期 債 務 １，７８１ １，１０６ １，１２９
退 職 給 与 引 当 金 ９，４５４ ８，３６８ ９，０９４
繰 延 税 金 ２，２５６ ８２７ １，２１１

固 定 負 債 計 １３，４９１ １０，３０１ １１，４３４

少 数 株 主 持 分 １，４６９ １，３０４ １，４７６

資 本
資 本 金 １３，２６０ １３，２６０ １３，２６０
資 本 剰 余 金 ２５，２４２ ２５，２４２ ２５，２４２
利 益 準 備 金 ３，８５４ ３，７９１ ３，７９２
そ の 他 の 剰 余 金 １０８，６１３ １０２，２３７ １０４，５５９
為 替 換 算 調 整 額 ３２１ △ ２０３ ３４２

資 本 計 １５１，２９０ １４４，３２７ １４７，１９５

負 債 及 び 資 本 合 計 ２０７，５１１ １９５，０６７ １９７，９８９
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Ⅱ ２．連結損益及び剰余金結合計算書－

当 中 間 期 前 中 間 期 前 期
科 目 自平成９年４月 １日 自平成８年４月 １日 自平成８年４月 １日

至平成９年９月３０日 至平成８年９月３０日 至平成９年３月３１日

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
売 上 高 ８９，４０４ 100.0 ８６，７５９ 100.0 １６８，３３０ 100.0

営 業 費 用
売 上 原 価 ４７，２３８ 52.8 ４５，６０７ 52.6 ９０，６４０ 53.9
販 売 費 及 び
一 般 管 理 費 ３２，５０９ 36.4 ３１，９０６ 36.8 ６４，７２５ 38.5

営 業 費 用 計 ７９，７４７ 89.2 ７７，５１３ 89.4 １５５，３６５ 92.4

営 業 利 益 ９，６５７ 10.8 ９，２４６ 10.6 １２，９６５ 7.6

その他の収益・費用(△)
受 取 利 息 ２２０ 0.2 ２９８ 0.4 ５１０ 0.3
支 払 利 息 △ ９８ △0.1 △ １１０ △0.1 △ １８６ △0.1
持 分 法 投 資 損 益 ７２０ 0.8 ６４５ 0.7 １，２９６ 0.8
その他損益 ( 純額 ) ２，３９８ 2.7 ２６４ 0.3 △ １７ △0.0

税 引 前 中 間 ( ) 利 益 １２，８９７ 14.4 １０，３４３ 11.9 １４，５６８ 8.6当 期

法 人 税 等
当 期 税 額 ５，２１４ 5.8 ５，５６４ 6.4 ７，２１５ 4.2
繰 延 税 額 １，３９２ 1.6 △ ３４４ △0.4 △ １９７ △0.1

法 人 税 等 計 ６，６０６ 7.4 ５，２２０ 6.0 ７，０１８ 4.1

少 数 株 主 持 分 損 益
控 除 前 中 間 ( ) 利 益 ６，２９１ 7.0 ５，１２３ 5.9 ７，５５０ 4.5当 期

少 数 株 主 持 分 損 益 △ ９３ △0.1 △ １１４ △0.1 △ ２１４ △0.1

中 間 （ 当 期 ） 利 益 ６，１９８ 6.9 ５，００９ 5.8 ７，３３６ 4.4

そ の 他 の 剰 余 金
期 首 残 高 １０４，５５９ ９９，４１６ ９９，４１６
処 分
現 金 配 当
普 通 株 式 △２，０８１ △２，０８１ △２，０８１
配 当 優 先 株 式 △ ６３ △ ６５
利 益 準 備 金 積 立 △ ６３ △ ４４ △ ４７

期 末 残 高 １０８，６１３ １０２，２３７ １０４，５５９

普 通 株 式 １ 株 当 た り
中 間 （ 当 期 ） 利 益 ４０ 円 ２２ 銭 ３２ 円 ０９ 銭 ４７ 円 １８ 銭

(注) 普通株式１株当たり当期利益は、配当優先株式に係わる現金配当を控除して計算しております。


